
1992年出上の木簡

み
や
な
が

石
川
。宮
永
ほ
じ
川
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
松
任
市
官
永

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
七
月
を

一
九
九

一
年
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
松
任
市
赦
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
木
田
　
清

・
金
山
弘
明

。
前
田
清
彦

・
中
村
　
潤

。
高
橋

由
知

５
　
遺追
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
墳
墓
跡

・
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
〓
一世
紀
を

一
五
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

官
永
ほ
じ
川
遺
跡
は
、
松
任
市
衛
地
の
北
方
約
二
�
の
手
取
川
扇
状
地
扇
端

よ
り
に
位
置
し
て
い
る

（標
高

約
一
二
じ
。
近
年
は
周
辺
に
工

場
や
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
が
、
以
前
は
美
田
が

一

面
に
広
が
る
早
場
米
の
大
生
産

地
の
一
画
で
あ
っ
た
。

調
査
は
、
民
間
の
区
画
整
理

事
業
に
伴
う
緊
急
調
査
で
あ
り
、

松
任
市
教
育
委
員
会
が

一
九
九

〇
年
か
ら
二
年
に
わ
た
り
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
（調
査
面
積
一
六
〇
〇
〇
ぜ
）。

調
査
の
結
果
、
遺
跡
の
範
囲
は
東
西
四
〇
Ｏ
ｍ
以
上
、
南
北
二
〇
Ｏ
ｍ
に
も

及
ぶ
。
遺
構
と
し
て
は
、
掘
立
柱
建
物
が
三
〇
棟
以
上
、
竪
穴
状
遺
構
が

一
〇

棟
以
上
、
井
戸
三
五
基
以
上
、
土
坑
、
ピ
ッ
ト
、
溝
多
数
が
あ
げ
ら
れ
る
。
特

筆
す
べ
き
も
の
に
は
、
九
間
×
一
聞
以
上

（二
〇
ｍ
五

下

六
ｍ
以
上
）
の
県
下

最
大
の
総
柱
建
物
や
、
八
間
×
四
間
以
上

（
一
七
。
一
ｍ
×
八
・
五
ｍ
以
上
）
の
総

柱
建
物
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
大
型
建
物
は
、　
三
二
世
紀
代
の
在
地
領
主
官

永
氏
の
館
跡
と
推
定
さ
れ
る
。
幅
五
を
八
ｍ
の
直
角
に
曲
が
る
堀
状
の
遺
構
も

一
部
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、　
一
五
世
紀
前
半
に
は
、
館
跡
の
南
西

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
の

地
点
に
、　
三

一
ｍ
四
方
の
方
形
周
溝
状
墳
墓
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
溝
か
ら
は
、

五
輸
塔
、
宝
麓
印
塔
の
一
部
が
約
六
〇
点
出
上
し
、
宮
永
氏
の
墳
墓
で
あ
る
と

推
定
で
き
る
。

本
遺
跡
は
、
館
と
そ
の
周
辺
に
点
在
す
る
掘
立
柱
建
物
、
井
戸
で
構
成
さ
れ
、

一
五
世
紀
に
は
宮
永
氏
の
墳
墓
も
出
現
す
る
。
お
そ
ら
く
郷
以
上
の
支
配
力
を

も
つ
官
水
氏
の
本
拠
地
で
あ
ろ
う
。

出
土
遺
物
は
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
に
約

一
二
〇
箱
あ
り
、
土
師
皿
を
中
心
に
、

珠
洲
焼
、
加
賀
焼
、
越
前
焼
、
頼
戸
焼
、
青
磁
、
瓦
質
土
器
、
石
塔
類
、
石

製
行
火
、
囲
炉
一異
縁
石
、
刀
、
釘
、
箸
、
井
戸
粋
、
呪
符
木
簡

（物
忌
札
）
が
あ

玄つ
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

(金 沢)



霊
τ
力
〕

⑪

　

「
咄
灰
哩
今

日
固
物
忌
急

ミ
如
律
令
耽
枠
４
寸
咽

〔γ
３
壺

（伽
μΦ）
×
卜
Φ
×
卜
　
〇
枷
ド

①
は
三
区

一
一
号
井
戸
底
よ
り
四
〇
伽
程
上
か
ら
出
土
し
た
物
忌
札
で
あ
る
。

井
戸
掘
形
は
、
径
約
二

・
七
ｍ
、
深
さ
三
ｍ
で
、
井
戸
側
は
平
面
九
〇
釦
四
方

の
正
方
形
で
、
縦
板
組
隅
柱
横
棧
ど
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
出
土
遺
物
で
年
代

の
推
定
で
き
る
も
の
は
数
点
し
か
な
い
が
、
土
師
器
皿
か
ら
推
定
し
て
、　
三
二

世
紀
後
半
前
後
で
あ
ろ
う
。
こ
の
井
戸
は
、
館
跡
か
ら
南
西

一
三
〇

ｍ
に
位
置

し
、
付
近
で
検
出
さ
れ
た
建
物
に
は
、
五
間
×
二
間
の
も
の
が
あ
る
。

木
筒
の
内
容
は
、
重
い
物
忌
に
は
い
っ
て
い
る
こ
と
を
、
対
外
的
に
知
ら
せ

る
も
の
で
、
道
教
の
神
の
名
で
あ
る
吠
哩

（北
斗
星
）
、
悪
霊
撃
退
の
呪
的
意

味
を
も
つ

「急
々
如
律
令
」
や

「九
々
八
十
壱
」
と
い
っ
た
呪
句
が
み
え
る
。

（木
田
　
清
）
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